
神のことば：尽きることのない源 – 導入  
 

聖書についてあなたはどのように考えますか。あなたは聖書を愛していますか。聖書は、あなたの人生に効果

をもたらすものだと考えますか。それとも、混乱を招く、あるいは退屈だと思いますか。デレクはこのように言ってい

ます。「私たちは神のことばを愛する以上に神を愛することはできない。」、「備えは約束の中にある」、そして、「私

たちは神のことばを無視することはできず、神のご性質にあずかることができると期待を持つ。」 

ほとんどの人が、聖書の中には私たちを造り変える素晴らしい可能性があると気づいていないため、生活の中

で聖書を第一優先としていないのが事実ではないでしょうか。聖書自体が次のように言っています。 

 信仰は聞くことから始まり、聞くことは神のことば（キリストについてのみことば）による 

 新しいいのちを生み出す 

 私たちに霊的食物（乳、パン、固い食物）を与える 

 神のことばは心に光をもたらす 

 私たちの肉体にいやしをもたらす 

 神のことばはサタンに勝利する力を私たちに与える 

 みことばを通して私たちは罪に打ち勝つ 

 みことばにより、私たちはきよめられる 

 私たちの心の奥深くの状態を明らかにする鏡となる 

 父と御子が私たちの所に来る第一の方法である 

 

上記のリストを見ると、これらの素晴らしい益を望まない人はほとんどいないでしょう。しかし、聖書の真理を掘り

起こし、私たちに益となる効果を生み出すようにするには、時間がかかります。神はご自身の奥義をせっかちな読

み手には明らかにしません。しかし、神のことばと神の霊は、被造物すべてにいのちを与えた 2 つの動作主であり、

その同じ力が私たちに神のことばを受け取って、私たちの内に神のことばが働くことを可能にしてくださるのです。 

  



神のことば：尽きることのない源 - パート 1 
導入 

このセクションは、メッセージを聞く前に読んでください。 

この世界のすべてのことを私たちに可能にさせるもので、聖書以上に重要なものは何一つありません。Ⅱペテ

ロ 1：2-4にこう書かれています。 

神と私たちの主イエスを知ることによって、恵みと平安が、あなたがたの上にますます豊かにされますように。とい

うのは、私たちをご自身の栄光と徳によってお召しになった方を私たちが知ったことによって、主イエスの、神とし

ての御力は、いのちと敬虔に関するすべてのことを私たちに与えるからです。その栄光と徳によって、尊い、すば

らしい約束が私たちに与えられました。それは、あなたがたが、その約束のゆえに、世にある欲のもたらす滅びを

免れ、神のご性質にあずかる者となるためです。 

3節で、「神としての御力は、いのちと敬虔に関するすべてのことを私たちに与えるからです。」とあります。それは、

素晴らしいことですが、私たちが敬虔に生きるためにそれらのものをどのように受け取るか、またその目的は何か

を求めるように導かれなければなりません。  

上の長い聖句の意味をしっかりとらえるために、分けて見ていきましょう。そうすると、以下のような声明が出て

きます。 

 神としての御力は、いのちと敬虔に関するすべてのことを私たちに与える。 

 栄光と徳によってお召しになった方を私たちが知ることによって、敬虔な生き方をする必要がある。 

 その栄光と徳によって、尊いすばらしい約束が私たちに与えられる。（第一に神のことば、そして聖霊によ

って） 

 神のことばの尊い、すばらしい約束によって、私たちは神のご性質にあずかる者となることができる。 

 神のご性質にあずかるために、私たちは世にある欲のもたらす滅びを免れた者にならなければならな

い。 

 

私たちにとって、神のご性質にあずかることができることは、驚くべき招きですが、そうなるためには、私たちが聖

書に書かれている「尊い、すばらしい約束」をどのように見るかによります。私たちは神のことばを無視せず、神の

ご性質を預かることを期待しなければなりません。 

「土台を据える」シリーズで、へブル 6：1-2 の 6つの礎石を取り扱ったときにデレクが繰り返し言っていたことは、

「あなたは神のことばを愛する以上に神を愛することはできない。」です。ですから、もしあなたが自分はどれくらい

神を愛しているかを確かめたいなら、あなたの聖書に対する愛の度合いを見れば、わかります。 

聖書はあなたの人生の最高の位置に置かれるべきです。なぜなら、私たちが超自然的な賜物の中に移って

いくときでさえ、すべてのことを吟味し、良いものをしっかりと握ることを助けてくれるのは聖書だからです。このシリ

ーズで、神のことばがもたらす多くの素晴らしい益と、尊く素晴らしい約束が示されていますので、私たちはさらにイ

エスに似た者、神のご性質にあずかる者となることができるでしょう。 

では、「神のことば：尽きることのない源」のパート 1を聞き、そのあとで以下の質問に答えてください。 

 

 



まとめと質問 

このセクションは、メッセージを聞いた後に読み、質問に答えてください。 

このメッセージでは、私たちの人生に神のことばを適用するとき、どのようなことを成してくださるかの様々な要

素を展開することから始めています。ほとんどのクリスチャンがその可能性に気づいたことがないのは、聖書の素

晴らしい価値を聞いたことも、教えられたこともないため、自分たちのためにそれを見いだすことができなかったか

らです。私たち信者の人生における聖書の可能性は、私たちが神のことばを受け取り、信じ、理解し、聖書が示し

ている義の道を歩むとき、無限なのです。制限があるものは聖書ではなく、受け取ることを選び取る私たちにある

のです。私たちは神のことばを切望し、それを食し、私たちのからだ、たましい、霊の中で完全に働いていただく必

要があります。 

以下の空欄を埋めてください。（答えは最後のページにあります。） 

聖書についての一般的な声明 

1. ヨハネ10:35でイエスは、それまでほとんどの神の民が用いていた聖書の2つの呼び方を使うことを選び

ました。それは、「      のことば」と「聖書」です。  

2. これらの 2つの呼び方は同じものを意味しているのではありません。 

(ア) イエスが       を「神のことば」と呼ぶとき、それが「神から来る」、神からの直接のメッセー

ジであることを意味しています。たとえそれが様々な方法で来たとしても、様々な著者によって

書かれていたとしても、聖書のすべての最終的な源は神です。それは神のことばであり、私たち

に知ってほしいと願っておられる神のメッセージです。 

(イ) 「聖書」という語の文字通りの意味は「書かれた物」で、それには限界があります。神は聖書に

はない多くのことを語られましたが、聖書には私たちの益となるために記録すべきことが選ばれ

ているのです。私たちは聖書にあるすべてのことは、    の益となるためのものであることを覚

えておかなければなりません。聖書は人生での最善の方法を見出し、神との歩み、またこの世

から永遠に至るまで安全な歩みをするために知っておくべきすべてのことが書かれています。 

 

詩篇 33:6は言っています。 

「主のことばによって、天は造られた。天の万象もすべて、御口のいぶきによって。」 

聖書で「息」と出て来る箇所は、ヘブル語では「霊」です。なぜなら、神の霊は神のことばとともにやって来ること

を表わすからです。それは、宇宙全体がどのように創造され、いのちを持つようになったかを教えています。それ

は複雑なことではなく、主のことばと御口の息吹によって造られたのです。  

3. 全被造物には神の 2つの動作主があります。神の       と神の霊です。創世記の記録を読むと、

それがどれほど正確かわかるでしょう。  

4. デレクは私たちに驚くべき考えを述べています。私たちが聖書を読み、それを吸収し、あなたの中に働

かせようとするとき、全能の神の      の力が私たちの内に働くということです。神は宇宙を創造する

ために、ご自身のことばと霊以外のものは何も用いませんでした。そして、私たちが聖書を読むとき、その

同じことば、同じ霊が私たちに与えられるのです。  

5. 私たちは聖書が信者の人生にできることに制限を設けてはいけません。外に出て星を見上げ、太陽を

見上げ、海や山々を見るとき、神の壮大な創造の力がそれらの被造物に現わされ、すべてを創造した

その同じ動作が、私が聖書を      時、私の内に働くのです。 



6. Ⅰテサロニケ 2：13でパウロは、神のことばは        人々に効果的に働くと明確に言っています。

不信仰は神のことばの良い影響を閉め出してしまいます。しかし、私たちが信仰によって聖書に心を開

き、読んでいることを信じるなら、それは効果をもたらすのです。 

 

へブル人への手紙もまた、作者は特定の言い方をしています。第一に、旧約聖書で神の民イスラエルについ

て、彼らがどのように大いなるしるしと不思議によって超自然的にエジプトから連れ出されたかを語っています。し

かし、不信仰により、神が約束した地に彼らが入ることはありませんでした。へブル 4：2でイスラエルについて言わ

れています。 

福音を説き聞かされていることは、私たちも彼らと同じなのです。ところが、その聞いたみことばも、彼らには益にな

りませんでした。みことばが、それを聞いた人たちに、信仰によって、結びつけられなかったからです。  

7. イスラエル人が神のことばを聞いたとき、祝福とはなりませんでした。       によって結びつけられな

かったからです。私たちが神のことばを信仰と結びつける時にのみ、神の意図していることが私たちの内

に働くのです。 

へブル 4:12にこうあります。 

神のことばは生きていて、力があり、両刃の剣よりも鋭く、たましいと霊、関節と骨髄の分かれ目さえも刺し通し、

心のいろいろな考えやはかりごとを判別することができます。 

8. この聖句は神のことばについての驚くべき事実のリストを挙げています。  

(ア) 神のことばは       いて、死んでいない。  

(イ) 神のことばには、    がある。  

(ウ) それはどんな両刃の剣よりも    い。英語には医者のどんなメスよりも鋭いという翻訳もある。  

(エ) それは、どんな精神科医の診察よりも鋭く、私たちの内側の最も密接な     とたましいも切

り離すことができる。 

(オ) メスが刺し通すことのできないところを刺し通すことができ、骨髄から       を切り離すこと

ができる。  

(カ) そして著者は、心のいろいろな考えやはかりごとを       できると言っています。かつてあ

る人がこう言いました。「あなたが聖書を読んでいる時、聖書もまたあなたの心を読んでいること

を覚えておきなさい。」 

 

ある意味、私たちは聖書に畏れをもって近づく必要があります。なぜなら、自分でさえ知らなかった、私たちの

うちにあることを明らかにするからです。感謝すべきことは、神は常にあわれみをもってそれをしてくださいます。私

たちは、人生で本当の成功を収めることを妨げる問題を持っているかもしないし、その問題に気づいてすらいない

かもしれません。しかし、あなたが聖書を読もうとするとき、あなたの心を探っていただき、人間のメスが届くことの

できないところに真っすぐに入って、あなた自身が気づいていない問題を指摘していただきましょう。 

9. 私たちの大半が       の問題を持っていますが、それに気づいていない人が多くいます。しかし、

あなたが聖書を読む時間を持つとき、遅かれ早かれ、神が願っておられることを実際にあなたに成して

くださる前に取り扱われなければならない、あなたの中に潜む高慢の根を発見し始めるでしょう。 

 

聖書がもたらす具体的な結果 

すでにお話ししましたが、聖書は信仰と結びつけられる時にのみ、望ましい効果があります。そうすると、もし私

たちがその信仰に不可欠な要素を持っていないなら、どうすればいいのかという疑問が出てきます。素晴らしいこ

とに、私たちに信仰がないときは、それを得させ、聖書がもたらす最初の具体的な結果へと導いてくれます。 



10. ローマ 10：17はこう言っています。「そのように、信仰は聞くことから始まり、聞くことは、キリストについて

のみことばによるのです。」 2つのプロセスがあります。 

(ア) あなたが神のことばを開くとき、それを読み、黙想することをあなたの人生で第一のものとすると

き、        がやって来ます。聞くことは、あなたが神と二人きりになり、他のものを閉め出

す姿勢を言います。他の人の意見を聞くことをやめ、神があなたの状況をどのように見ているか

を理解し始めます。 

(イ) 聞き続けていると、      がやって来ます。それは即座に起こることではなく、プロセスです

が、心と思いを開いてあなたの注意を神のことばに向けるとき、聞く姿勢が生まれ、聞くことによ

り、信仰が発展するのです。 

11. 聖書がもたらす二つ目の結果は、新しい人です。新しい誕生は神から始まるものです。私たちが心に受

け取る真理のことばによって、神は私たちを生み出してくださいます。（ヤコブ 1：18、ヨハネ 1：12-13参

照） 

(ア) Ⅰペテロ 1：23でペテロはこのテーマを発展させてこのように言っています。「あなたがたが新し

く生まれたのは、朽ちる     からではなく、朽ちない種からであり、生ける、いつまでも変わる

ことのない、神のことばによるのです。」 

 

ですから、この新しいいのち、新しい人を生み出す種は、朽ちることのない神のことばの種です。それは決して

腐敗することも、変わることもありません。私たちが自然界で知っている種の変異や悪化してしまうようなものでも

ありません。種の性質は生み出すものの性質を決定づけます。あなたがリンゴの種をまくと、みかんではなく、リン

ゴの木に成長します。そのように、神のことばの種の性質はそこから生まれて来る人生を決定づけます。それは

朽ちない種ですので、生み出されるのは、朽ちないいのち、腐敗することのないいのちです。それは、神の種です

から、神のいのちが生み出されるのです。 

(イ) Ⅰヨハネ3:9は神の       の種からの新しい誕生について語っています。ヨハネはこう書い

ています。「だれでも神から生まれた者は、罪を犯しません。なぜなら、神の種がその人のうち

にとどまっているからです。その人は神から生まれたので、罪を犯すことができないのです。」こ

れは、私たちが二度と罪を犯さないと言っているのではなく、新しい人の性質は罪を犯すことが

できないことを言っています。朽ちない種から生まれたので、その人は朽ちない人だからです。 

(ウ) 私たちが取り扱わなければならないもう一つの性質は、私たちの内にキリストに入っていただく

前の      人と呼ばれます。古い人は、性質的に反抗的なので、罪を犯さずにはいられま

せん。ですから、新生したクリスチャンとなったら、私たちが歩む人生は、私たちを制御する性

質によって決定づけられます。新しい人に統制されている限り、私たちは罪を犯す人生を歩み

ません。 

 

新生したあなたは、まさに新生児が栄養を求めて泣く、という新しい性質が内側に生み出されます。素晴らしい

ことに、神のことばは新生を生み出す種であるだけではなく、新しいいのちに食物を与える栄養でもあるのです。そ

れが、私たちの人生における神のことばの三つ目の結果です。 

12. Ⅰペテロ 2：1 で、「ですから、あなたがたは、すべての悪意、すべてのごまかし、いろいろな偽善やねた

み、すべての悪口を捨てて、生まれたばかりの乳飲み子のように、純粋な、みことばの     を慕い求

めなさい。それによって成長し、救いを得るためです。」 この節の最初の「ですから」という語は、新生の

ことを言っています。新生したなら、神のことばを定期的に摂取するために、学ぶこと以上に急を要する

ことはありません。しかし、最初はヨハネの福音書のように消化しやすいものから始め、続けて使徒の働

き、ローマ人への手紙に進むのがよいでしょう。 

13. 新生したばかりの人にデレクが推奨するのは以下のことです。  



(ア) 最初は、        を定期的に読むことが必要です。できれば、毎朝、毎晩読んでください。

そうすれば、あなたは着実に成長します。 

(イ) 次に、聖書を読みながら、     ことを学び始めてください。あなたが聖書を読むときは、神が

あなたに語りかけているときです。あなたが祈る時、それはあなたが神に話しているときです。で

すから、聖書を読んで祈るとき、あなたは神と双方向の交わりを持っていることになるのです。  

(ウ) 三つ目は、あなたの信仰を       することです。あなたがイエスを信じていることを人々に

知らせてください。路傍伝道する必要はありませんが、何らかの形で、「私はイエスを信じてい

る。」と人々に伝える機会が与えられていることを神は常に見ておられます。あなたが自分の信

仰を告白しないなら、それはしぼんでしまいます。信仰は告白されなければなりません。 

(エ) 四つ目は、他のクリスチャンとの        です。クリスチャンは一人では成長しません。互い

が必要です。神のことばが絶えず宣言されている場所にともにいることが必要です。他のクリス

チャンと礼拝する機会を持つ必要があります。 

 

14. マタイ 4:4でイエスは言われました。「『人は      だけで生きるのではなく、神の口から出る一つ一つ

のことばによる』（申命記 8：3）と書いてある。」 イエスが言おうとしていることは、パンはこの世のもので、

神のことばは霊的なものであるということです。世界の多くの地域で他の食物を得ることができない人が

多くいますが、通常、パンや米などを主食としており、人々が最初に必要とするものです。神のことばが

私たちの主食とならなければなりません。 

15. 次の栄養は、聖書が言っているように固い食物です。へブル 5：12 で著者はユダヤ人信者を戒めてい

ます。なぜなら、彼らは幼い頃からみことばを学んでいるという非常に有利な立場にありながら、怠惰の

ゆえに教師の立場にいるべきはずが、なお乳を必要としているからです。  

(ア) 著者は続けて 13節で、「まだ乳ばかり飲んでいるような者はみな、義の教えに通じてはいませ

ん。幼子なのです。」と言っています。ですから、あなたの霊的成長のレベルは、どれほど長くク

リスチャンであるかによって決まるのではなく、あなたが消化できる食物の種類によって決まる

のです。あなたはクリスチャンになって10年経っているかもしれませんが、もし、まだ乳ばかり飲

んでいるようなら、あなたは霊的には        です。あなたの問題は、成長が止まっていて、

まったく成長していないことです。 

(イ) へブル書の著者は、どのように成長できるかを 14節で説明しています。「しかし、堅い     

はおとなの物であって、経験によって良い物と悪い物とを見分ける感覚を訓練された人たちの

物です。」 どのように成熟するのでしょうか。実行することです。聖書を定期的に読み、実行す

ることで、日々直面する状況に適用することです。なぜなら、聖書はすべての状況に光をもたら

すからです。 

16. 私たちの人生における神のことばの四つ目の結果は、        な光です。詩篇 119：130はこう言

っています。「みことばの戸が開くと、光が差し込み、わきまえのない者に悟りを与えます。」 これは、私

たちの思いの領域に神のことばが成してくださることについて言っています。それは、光と悟りを与えること

です。 

 

デレクはケニアの師範学校の校長をしていた時、どのように人々を教育するかという全体的テーマに直面し続

けました。彼は学生たちに、あなたは教育を持つことができても、愚かなままでいることがあると指摘し続けました。

教育は重要で不可欠ですが、知恵とはならず、世界の問題のほとんどが教養のある愚かな人たちが原因となっ

てしまっているのが現実です。 

17. 神のことばの五つ目の結果は       のいやしです。詩篇 1107：17-20は、自分の罪のゆえに死の

門の前で主に向かって叫んでいる人々のことを語っています。神は彼らをあわれんでその叫びを聞いて



くださいました。20節でこう言われています。 「主はみことばを送って彼らをいやし、その滅びの穴から

彼らを助け出された。」 

18. 19、20節では、神のあわれみの 3つのみわざが語られています。 

(ア) 神は         を送られる。 

(イ) 神は病から私たちを           。 

(ウ) 神はサタンの力から私たちを              。 

19. からだのいやしについてのもう一つの素晴らしい聖句は、箴言 4:20-22です。「わが子よ。私のことばを

よく聞け。私の言うことに耳を傾けよ。それをあなたの目から離さず、あなたの心のうちに保て。見いだす

者には、それはいのちとなり、その全身を健やかにする。」 

神のことばと神の言われることに関して、推奨されている 4つのことがあります。 

(ア) 神のことばに        を払う – 完全な、集中した注意 

(イ) 神の言っていることに耳を         – へりくだった教えられやすい態度 

(ウ) 私たちの       から離さない – 神のことばにフォーカスする 

(エ) 私たちの      のうちにそれを保つ – それは私たちの歩む道筋を決定する. 

20. 私たちがこの 4つの教えに従うなら、神のことばが私たちの内に働いて、いのちとなり、       を健や

かにします。  

 

これらの素晴らしい益をあなたの人生に受け取り始めるために、神の助けを祈り求めましょう。 

天の父よ、人格的なイエスのことばと、書かれたみことばである聖書を感謝します。信者の人生に起こる驚くべき

効果を理解し始めている今、私の人生で正しい注意と、正しい優先順位を持つことができるように助けてくださ

い。 

私が聖霊の導きと光のもとで聖書を読むとき、みことばを吸収し、私の内で素晴らしい効果をもたらすようにと、

全能の神のすべての創造の力が私の内に働いてくださると知りました。あなたの生ける力強いことばが私の最も

奥深いところに達するために、信仰をもって読み、聞いたことが結びつけられるように助けてください。 

聖書を信じる者にもたらされる完全な益を味わうことができるように、隠れた高慢の根っこを示してくださり、そ

れを取り扱うことができるようにしてください。あなたのことばを受け取り、信じるとき、信仰と新しい人、そして乳、パ

ン、固い食物である霊的栄養、また精神的な光、私のからだへのいやしが私の内に生み出してくださることを感謝

します。イエスの御名によって。アーメン。 

パート 2で、デレクは上に述べられた具体的な結果の最初（信仰への入り口）と最後（いやし）から始めます。そ

して、私たちが最大限に神のことばを受け取ることができるために、私たちの態度と神のみこころが一つとなるよう

に助ける前に、私たちの人生に効果をもたらす益をさらに 5つ紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



神のことば：尽きることのない源 – パート 2 
導入 

このセクションは、メッセージを聞く前に読んでください。 

パート 1の学びで、デレクはまず、聖書の驚くべき力と重要性について教えました。神のことばと言うときは、そ

れは神から来ているもので、また聖書と言うときは、書き記された神のことばであることを理解しました。  

その中で、神のことばについての一般的な事柄を学びました。 

 神のことばと神の霊がともに働いて、すべてのものを創造した。 

 私たちが聖書を読んで吸収し、それを私たちの内に働くようにさせるとき、全能の神の創造の力が私た

ちの内に働いている。 

 神のことばは信じる者に効果的に働く。 

 私たちが信仰をもって神のことばに結びつけるときにのみ、神が意図しておられることが私たちの内に成

される。 

 神のことばは生きていて力があり、鋭く、刺し通すこと、判別することができる。  

 

私たちは、パート 1で以下のような、神のことばが私たちの人生に生み出す具体的な結果を学びました。 

 

1. 信仰は聞くことから始まり、聞くことは神のみことばによる。 

2. 神から始まる新しい誕生は、私たちが心で受け取った真理のことばによって生み出される。 

3. 神のことばは、単に新しいいのちを生み出すだけではなく、乳、パン、固い食物という、その新しいいのち

に必要な霊的栄養でもある。 

4. 神のことばは、私たちの思いに光と理解をもたらす。 

5. 神のことばは、私たちの肉体/からだにいやしをもたらす。 

 

パート 2では、これらの具体的な結果の始まり（信仰への入り口）と終わり（いやし）について、デレク自身の個人

的経験から分かち合います。そして、私たちが最大限に神のことばを受け取ることができるために、私たちの態度

と神のみこころが一つとなるように助ける前に、私たちの人生に効果をもたらす益をさらに 5つ紹介します。 

まとめと質問 

このセクションは、メッセージを聞いた後に読み、質問に答えてください。 

多くの人々は、神のことばを信仰によって受け取る時の驚くべき効果を理解していません。デレクは特に哲学

（単純に言えば知恵を愛すること）の専門学的背景を持ち、その研究において非常に成功していました。しかし、

第二次世界大戦での兵役中に聖書を読み、イエスに出会い、2 つの変わることのない結論に至りました。一つは、

イエスが生きておられること、もう一つは、聖書は事実であり、信頼に値する、時代遅れにならない書物であるとこ

とです。これら 2つの結論は彼の全生涯に大きな影響を与え続けることとなり、彼は聖書を理解し、教えることに

残りの生涯を捧げました。 

デレクは非常に多くの哲学の体系を学んだのですが、それらは個々のものは正しくても、それらは互いに矛盾

すると気づきました。しかし、彼がコロサイ 2：2-3の「このキリストのうちに、知恵と知識との宝がすべて隠されてい

るのです。」という部分を読んだとき、「キリストのうちに知恵と知識とのすべての宝がすべて隠されているというの

に、なぜ私は人間のつまらない知恵をかき集めているのか。」と考えたのです。私たちも同じことを自分自身に問



いかける必要があります。なぜ、私たちは神のことばであるキリストのうちに知恵と知識のすべてがあるのに、他の

ものに知恵を探し求めているのだろうか。と 

この学びをしていく中で、あなた自身が益を得ることができ、また、あなたが新しく見出した愛と聖書の知識を他

の人に分かち合うために整えられるために、信者の人生における神のことばの重要性を吸収できるように祈ってく

ださい。 

以下の空欄を埋めてください。（答えは最後のページにあります。） 

1. デレクが「神の薬瓶」として理解するに至った箴言 4:20-22で、聞くこととは何かを、神は私たちに完璧

に表わしてくださっています。 

(ア) 私の        に注意を向けよ – あらゆる気を散らすものを閉め出し、集中する必要があ

ります。神が私たちに語っているのですから、そのことばを聞くことに大きな価値があります。 

(イ)     を傾ける – 神は教師であり、私たちは生徒です。教えてほしいと心から願い、謙遜に学

ぶ態度を保たなければなりません。 

(ウ) あなたの     を神のことばから離さない – 片目で状況を見、もう片方の目で主を見るとい

うようなゆがんだ見方をせず、みことばにフォーカスしたままでいることが重要です。 

(エ) あなたの      の真ん中にそれを保つ – これらの教えの目的は、次の 23節で、「力の限

り、見張って、あなたの心を見守れ。いのちの泉はこれからわく。」と言っているように、人間の

人格のまさに中心であるあなたの心の中に神のことばを入れることです。 

 

聖書がもたらすさらなる具体的な効果 

聖書が私たちの内に生み出す具体的な効果を、続けて見ていきましょう。パート 1で学んだ5つの結果は以下

のものでした。 

 信仰 

 新しい人 

 霊的栄養 

 精神的な光 

 からだのいやし 

 

2. 6つ目の結果は、      に打ち勝つことです。詩篇 119：11に、「あなたに罪を犯さないため、私は、

あなたのことばを心にたくわえました。」とあり、私たちが心の中に神のことばをたくわえるとき、それは私た

ちの人生の歩みを方向付け、罪を犯すことに対する防御となります。 

3. サタンは破滅へと導くので、あなたをおとしめる誘惑の    を持っています。その道には成功や幸福、

評判などの非常に紛らわしい標識がありますが、その道はわなと危険に満ちており、最終的には破滅が

待っています。その解決策が詩篇 17：4にあります。「人としての行いについては、あなたのくちびるのこ

とばによりました。私は無法な者（サタン）の道を避けました。」 

4. 7つ目の効果は、       に打ち勝つことです。エペソ 6:12は、私たちが霊的戦いの中にあることを

教えており、17節以下に霊的武具の様々な役割の説明があります。パウロは、「御霊の剣である、神の

ことばを受け取りなさい。」（この「ことば」は神の語られることばで、ギリシャ語ではレイマです。）と書いて

います。  

5. 御霊の      は、非常に鋭く、いつもあなたが聖書を引用して、口から発するとき、サタンは後ずさり

します。イエスは、マタイ 4章にあるように、三度サタンの誘惑に会いましたが、申命記から引用して、

「…と書かれてある。」と答え、私たちに模範を示してくださっています。 



6. Ⅰヨハネ 2：14にこう書かれています。「若い者たちよ。私があなたがたに書いて来たのは、あなたがた

が強い者であり、神のみことばが、あなたがたのうちにとどまり、そして、あなたがたが悪い者に打ち勝った

からです。」 神のことばをあなたのうちに        いるなら、霊的な強さとサタンに対する勝利が与

えられます。 

7. また、黙示録 12:11で私たちはサタンに勝利するカギが与えられています。「兄弟たち（神の民）は、小

羊（イエス）の血と、自分たちのあかしのことばのゆえに彼（サタン）に打ち勝った。彼らは死に至るまでも

いのちを惜しまなかった。」 ここに、3つのカギがあります。 

(ア)        の血 – イエスの血だけが私たちの罪を洗いきよめ、父なる神の前で私たちを義と

してくださいます。 

(イ) 自分たちの        のことば – イエスの血が私たちにしてくださることを、神のことばがど

のように言っているかをあかししなければなりません。 

(ウ) 私たちは     に至るまでもいのちを惜しまない – 私たちはすべてを捧げ、求められるなら

究極の犠牲をも捧げる準備がなされていなければなりません。 

 

以下は、悪魔に立ち向かうあかしとして、聖句を引用してデレクと妻のルースが用いた宣言です。サタンに立ち

向かう武器として神のことばを用いる一例です。 

「私のからだは、イエスの血によってあがなわれ、きよめられ、聖とされた、聖霊の宮です。私のからだの器官は、

神の働きと栄光のために神にささげた義の道具です。悪魔は私の内に入る隙がなく、私に打ち勝つ力もなく、私を

惑わす非難も持っていません。すべてはイエスの血によって決着しました。私は小羊の血と私のあかしのことばに

よってサタンに打ち勝ち、死をも恐れません。私のからだは主のものであり、主は私のからだのものです。」 

8. 8つ目の私たちの人生における神のことばの効果は、きよめる、洗う、あるいは     とされることです。 

私たちは神のことばを通して外側ではなく、内側がきよめられるということを知ることは何と貴い特権でし

ょうか。 

 

エペソ 5：25-27 でパウロは、夫と妻の関係を、キリストとキリストの花嫁である教会と比較しています。 

「夫たちよ。キリストが教会を愛し、教会のためにご自身をささげられたように、あなたがたも、自分の妻を愛しなさ

い。キリストがそうされたのは、みことばにより、水の洗いをもって、教会をきよめて聖なるものとするためであり、ご

自身で、しみや、しわや、そのようなものの何一つない、聖く傷のないものとなった栄光の教会を、ご自分の前に

立たせるためです。」 

これが、ご自身の花嫁としてイエスが迎えてくださる教会です。しかし、そのような教会となるためには、教会は

神のことばを読み、語り、教えることによって、水の洗いをもってきよめられ、聖とされなければなりません。神のこ

とばが絶えず教えられている教会には違いがあります。単に感じたことを表現するだけで、神のことばによるきよめ

を持たない教会には見られない、きよさがその教会にはあるのです。真の純粋な礼拝を持つ唯一の方法は、

人々が定期的に集まって神のことばによってきよめられ、聖とされることです。 

9. 9つ目の私たちの人生における神のことばの効果は、      のような働きをすることです。ヤコブ 1:23 

はこう言っています。「みことばを聞いても行わない人がいるなら、その人は自分の生まれつきの顔を鏡

で見る人のようです。」 聖書は、外見を映し出す通常の鏡のようなものではなく、私たちの真の霊的状

態を映し出し、私たちが対処できるようにしてくださる鏡です。 

10. 鏡をのぞき込むことは、私たちの霊的成長と霊的繁栄のために非常に重要です。Ⅱコリント 3：18でパウ

ロはこのように書いています。「私たちはみな、顔のおおいを取りのけられて、鏡のように主の栄光を反映

させながら、栄光から栄光へと、主と同じかたちに姿を変えられて行きます。これはまさに、御霊なる主



の働きによるのです。」 私たちが神のことばという鏡を見続けるなら、そこに映し出される神の     を

見ることができ、聖霊は私たちが見ている栄光から栄光へと同じ姿に私たちを変えてくださいます。 

11. 私たちはこの真理を自分のものとする必要があります。       は、あなたが神のことばという鏡を見

ていなければ、働くことができません。鏡から目を離すと、聖霊はあなたのうちで働くことをやめてしまいま

す。ですから、あなたが変えられたいと願うなら、鏡を見る時間を取ってください。あなたが鏡を見ている

間、聖霊はあなたを変えることに忠実でいてくださいます。 

12. 私たちは自分の価値をどのように見出すのでしょうか。神が私一人ひとりのために      ものを見い

だすことによってです – 神は宇宙で最も高価なイエスの血で私たちを買い取ってくださいました。です

から、神が支払ってくださったものを考えるとき、私たちの真の価値は神の目に無限に高価な存在だとわ

かります。 

13. 10個目の私たちの人生における神のことばの効果は、神が私たちの所に来てくださることです。もしあな

たが、聖書が言っていることに驚いたことが一度もないとしたら、あなたはそれを本当に聞いたことがない

のです。なぜなら、それは本当に驚くべき書だからです。イエスは弟子たちにこう言われました。「だれで

もわたしを       人は、わたしのことばを守ります。そうすれば、わたしの父はその人を愛し、わたし

たちはその人のところに来て、その人とともに住みます。」（ヨハネ 14：23） 

 

何と言う驚くべきことばでしょうか。全能の神、宇宙の造り主、父と御子が、弱く価値のない人間のところ

に来たいと願い、住んでくださるというのです。その条件は何でしょうか。みことばを守ること、みことばを

聞き、行ない、適用し、その中を歩むことです。 

 

どのように神のことばを受け取るか 

信者である私たちに神のことばが何を成してくださるかを学ぶことは素晴らしいことですが、私たちが真心からそ

れを受け取るために、正しい態度と資質を学ぶことが同様に重要になります。 

14. イザヤ 66:2にこうあります。「わたし（神）が目を留める者は、へりくだって心砕かれ、わたしのことばにお

ののく者だ。」 これは、主が目を注いでくださる 3つの態度を明らかにしています。 

(ア)             という自覚。イエスがこう言ったことを忘れないでいましょう。「心の貧しい者

は幸いです。天の御国はその人のものだからです。」(マタイ 5:3)。これは、臆病や気が弱いとい

う意味ではなく、自分がどれほどあわれで、実に神を必要としているかを認識しているという意

味です。 

(イ)         霊を持っている – これは、神を悲しませる自分の言動のすべて、また自分の人

生から神を追い出し、自分の内に神が住めないようにしてきたことを悔やむ心という意味です。 

(ウ) 神のことばに         。– 神は私たちを恐れさせたいのではなく、敬意を払ってほしいと

願っておられます。主を畏れる以上に、聖書全体の素晴らしい祝福の約束をもたらすものはあ

りません。 

15. 神は、知的な学識や学位によってではなく、人格によってご自身の生徒を選ばれます。詩篇 25篇は神

がご自身の生徒として喜んで受け入れてくださる人々を探していることを明らかにしています。  

(ア) 詩篇 25：8-9にこうあります。「主は、いつくしみ深く、正しくあられる。それゆえ、罪人に道を教

えられる。主は貧しい者を公義に導き、貧しい者にご自身の道を教えられる。」 ここで言われ

ている一つ目の条件は、          人です。 

(イ) また、25：12 にはこうあります。「主を恐れる人は、だれか。主はその人に選ぶべき道を教えら

れる。」 神が探しておられる二つ目の条件は、主を        人です。 

(ウ) 14節で二つ目の条件が繰り返されています。「主はご自身を恐れる者と       され、ご自

身の契約を彼らにお知らせになる。」 ここで言う「親しく」とは、主の隠れた助言を意味します。



神はご自身の個人的な計画を、ご自身を恐れる人に分かち合います。ですから、これは私た

ちが養わなければならない態度です。 

16. 箴言1:28-29は、主を恐れることを      ない者たちが叫んでも、主は答えをくださらないと言ってい

ます。 

17. ヤコブ1:21にはこうあります。「すべての汚れやあふれる悪を捨て去り、心に植えつけられたみことばを、

すなおに受け入れなさい。みことばは、あなたがたのたましいを救うことができます。」 これは、     

と柔和という 2つの条件を示しています。 

18. 私たちはみことばが語っていることを行なう準備ができていなければなりません。ヨハネ 7：17でイエスは

こう言っています。「だれでも神のみこころを行おうと願うなら、その人には、この教えが神から出たものか、

わたしが自分から語っているのかがわかります。」 イエスは、もしあなたが単に知識だけに関心があるだ

けなら、神はあなたに出会ってくださらないと言っているのです。しかし、あなたが神のみこころを     

ことを願うなら、神はあなたに真理を示してくださいます。 

19. 先ほどの詩篇 119:11に戻りますが、 もしあなたが心から神の祝福と繁栄を願っているなら、あなたの

心に神のことばをたくわえる必要があります。その具体的な方法は、聖句を       することです。 

 

この学びの締めくくりとして、主に祈りましょう。 

栄光の父よ、その偉大で尊い約束のすべてがあるあなたのみことばの備えを感謝します。あなたが私のために

持っておられるすべてを受け取りたいと願います。ですから、私の足りなさと、どれほどあなたが必要かを認識で

きるよう、砕かれた心とあなたのことばにおののき、またへりくだってあなたを畏敬の念を持つことができるように助

けてください。今日、私はその素晴らしい祝福のすべてで主を畏れ、悔いた柔和な心であなたに近づくことを選び

ます。ただあなたのみこころを知りたいだけではなく、それを行ないたいと願います。どうかあなたのことばを暗記し、

黙想し、喜んで受け取ることができるように助けてください。 

あなたのことばが私の人生に完全に働くことできるようにしてください。あなたのことばを通して、罪とサタンに打

ち勝つことができること、また私をきよめ、聖としてくださること、鏡のように私の真の霊的状態を映し出し、私を変

えてくださることを感謝します。あなたの愛を日々深く知り、みことばをたくわえ、それを行なうとき、父と御子が私

のうちに住んでくださることを信じます。 それは私をへりくだらせ、圧倒させるほどです。感謝します。感謝します。 

イエスの御名によって。アーメン。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



答え - 神のことば 1 

1. 神 

2. （ア）  聖書    （イ） 人 

3. ことば 

4. 創造 

5. 読む 

6. 信じる 

7. 信仰 

8. （ア） 生きて   （イ） 力   （ウ） 鋭い   （エ） 霊   （オ） 関節   （カ） 判別  

9. 高慢 

10. （ア） 聞くこと   （イ） 信仰  

11. （ア） 種      （イ） ことば    （ウ） 古い 

12. 乳 

13. （ア） 聖書   （イ） 祈る   （ウ） 告白   （エ） 交わり  

14. パン 

15. （ア） 赤ちゃん   （イ） 食物  

16. 精神的 

17. からだ/肉体 

18. （ア） みことば   （イ） いやされる   （ウ） 助け出される     

19. （ア） 注意   （イ） 傾ける   （ウ） 目   （エ） 心  

20. 全身 

問題数 – 38問 

 

答え – 神のことば 2 

1.  （ア） ことば    （イ） 耳    （エ） 目     （オ） 心 

2. 罪 

3. 道 

4. サタン 

5. 剣 

6. とどめて 

7.  （ア） 小羊    （イ） あかし    （ウ） 死 

8. 聖 

9. 鏡 

10. 栄光 

11. 聖霊 

12. 支払った 

13. 愛する 

14. （ア） 貧しい   （イ） 悔いた    （ウ） おののく     

15. （ア） 貧しい   （イ） 恐れる    （ウ） 親しく 

16. 選ば 

17. 悔い改め 

18. 行なう 

19. 暗記 

問題数 – 28問 


